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人工臓器部における看護婦（士）の定着に関する一考察
人工臓器部　菅野芳雄
1　はじめに
　体外循環と、そのリスクの回避等の特殊業務、患者
とその家族に対してのセルフケア教育が主体となる人
工臓器部において質の高い看護を提供するたあには経
験豊かな幅広い知識と技術を持った看護婦（士）が不
可欠である。森川1）は私立大学病院の実態調査の中で
27才未満の看護婦が勤務者の大半を占め、年間130人が
入れ替わる実情のなかで質的、量的に多くの問題をか
かえており、更に深刻化した看護婦不足の中で定着率
を高める必要性を述べている。又、草刈、田中、）らに
よれば看護婦を「辞めたいと思った事がある」者は約
8割に達し、そのうち半数が実際に辞あていると報告
し定着率向上の必要性について提案している。一方深
澤、草刈，）らは欧米の実情について次のように報告し
ている。1967年に、LawlerとPorterがr職務満足が、
高い生産性や職務遂行を生みだす要因となるのではな
く、高い職務遂行の結果として高い職務満足が生まれ
る』という新しい見解を示して以来、職務満足に関す
る研究は看護婦（士）の離職および転職予防のためな
されており、職務満足は、欠勤・離職・組織の活性化
および看護婦（士）の質の向上に影響を及ぼし、さら
に個人の成長にとっても影響をもたらすということか
ら、管理者・スタッフ双方から関心が高まってきてい
る。と述べている。このように定着率が深刻化した状
況の中で、人工臓器部では、専門知識・技術を高め、
個々の質の向上をめざすことを目標に1986年～学会認
定の透析技術認定士認定試験の全員取得に努力してき
た。（尚、受験は個人の自由意思によるものである）
7年経過した現在、資格取得により意識の向上がはか
れていることに加えて定着性を高めることにも寄与し
ている傾向が認められたので、透析技術認定士認定試
験取得と、モチベーションの変化、さらにモチベーシ
ョンと定着率のかかわりについて考察したので報告す
る。
3　研究方法
方法：質問紙留置法（透析技術認定士認定試験取得者）
　　　インタビュー法（受験準備者）
対象：人工臓器部に勤務する透析技術認定士有資格看
　　　護婦（士）4名と（受験準備者）3名
期間：1992年10月～12月
内容：就業継続意識
　　　専門職としての自信・意欲
　　　文献活用機会
　　　看護業務に対する満足感
　質問紙は表1のアナログスケールを用いて、透析技
術認定士取得前と取得後の意識の変化について、表2
の17項目を用いて調査を行った。又透析技術認定士認
定試験のプロフィールを表3にまとめた。
表1　アナログスケ・一一ルの例
　理想を100％とした場合、看護業務に対する満足感
は、透析技術認定士取得前と取得後でどのように変化
したか。取得前を△、取得後を○でそれぞれ何％にあ
たるか印をつけて下さい。
（例、変化がある場合）　　（例、変化がない場合）
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2　研究目的
　透析技術認定士認定試験取得前・後によるモチベー
ションの変化と職務満足度が定着率にどのような影響
を及ぼしているか明らかにする。
表2　透析技術認定士取得前・後に対する意識の
　　　変化を調査するための質問17項目
1看護業務に対して自信はどのように変りましたか。
2看護業務に対して意欲はどのように変りましたか。
3看護業務に対して満足感はどのように変りましたか。
4看護業務に対して責任感はどのように変りましたか。
5専門分野の文献を見る機会はどのように変りました
　か。
6専門分野でのトピックスに対する興味はどのように
変りましたか。
7仕事を含めた視野はどのように変りましたか。
8専門知識習得レベルの確認はどのように変りました
　か。
9他施設に対しての競争心はどのように変りましたか。
10現在の仕事を続けたいという気持ちはどのように変
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　りましたか。
11向上心はどのように変りましたか。
12協調性はどのように変りましたか。
13仕事に対する誇りはどのように変りましたか。
14文献を活用することはどのように変りましたか。
15自己成長感はどのように変化しましたか。
16探究心はどのように変化しましたか。
17後輩に対しての教育的な援助の機会は変りましたか。
④協働者である医師に対するインタビューでは、チ
　　ーム医療にあたっては、医療チーム全体でそれぞ
　　れの職種が共通認識をもてるたあの充分な知識が
　　欠かせないので評価している。という意見であっ
　　が得られた。
図1　透析技術認定士取得前後のモチベーションの変化
　　　　　　O　50　100（％）
表3　透析技術認定士認定試験の概要
1透析専門合同委員会により年1回行われる
2受験資格は看護婦（士）の場合構成医療指定期間の
透析施設にて1年間の経験が必要、更に7日間の講
習修了者に受験資格が与えられる。
3出題は解剖生理等基礎医学に透析、CAPO、腎移植の
知識、技術。更に医用工学が加わる。
4合格率は年度により異なるが55％～60％内である。
5講習費35，000円　受験料10，000円。
6試験はマークシート方式で午前100問、午後120問ず
つ解答時間はそれぞれ2時間と2時間40分。
7問題の形式は、1問の出題について5つの解答例が
設けてあり、正しいもの、あるいは誤っているもの
を選択するもので、その選択肢が設けられたその中
から正しい組み合わせを選ぶもので、したがって5
つの解答例すべての正誤がわかっていないと正しい
組み合わせを選べない仕組みになっている。
8試験問題は試験終了乱すべて回収されるので過去の
問題の詳解集は全くない。
4　結果
①透析技術認定士取得前後によりモチベーションに
　　対する変化は図1にみられるよう透析技術認定士
　　取得前に対し取得後は17項目すべて有意に上昇し
　　ていることが認められた。
②受験していない看護婦（士）3名はインタビュー
　　の中で受験する意欲があり受験資格が得られしだ
　　い受験したい希望があった。理由は日常の業務の
　　中でどうしても専門的な知識・技術か欠かせない
　　こと。又自己学習した成果がどのようなレベルに
　　あるのかを試験により確認したいことがあげられ
　　た。
③透析技術認定士取得者の割合と離職者の割合を
　　1986～1992年の7年間で比較した結果（図2）透
　　析技術認定士取得者の割合が増加するに伴い離職
　　者も減少している傾向にあることがうかがえた。
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図2　透析技術認定士取得者の割合と定着率
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5　まとめ
　今回の調査で資格を得ることで自分の学習成果の到
達点を認識できたり、又、自信やほこりを持て一緒に
働く医師の評価も高かった。このようなことが個人の
キャリア開発認識につながり質の高い看護への指向、
驚譜；蕪艦麓縫産裡讐號
行を生み出す要員となるのではなく、高い職務遂行の
結果として高い職務満足が生まれ」という見解を述べ
ているが、これに近い傾向が認められた。
　現在、プライマリーナーシングの体制も浸透し、記
録もPOSに変り看護診断も用いられるようになって
いる。このような変化がモチベーション・職務満足感
に影響を与えより質の高いケアに結びついていくこと
を期待すると共に、自分が現在行っている仕事の質を
高めるために努力しているスタッフに大きな啓意を払
いたいと思う。そして、仕事の中における成長を強く
求める人の心に応えるためには管理にあたる者として、
人はどのようにして仕事にモチベートされるのか、人
が仕事の中で真に満足し、また成長を感じるのはどの
ような時であるのか、満足と成長を保証するには仕事
をどのように構成しなければならないのか、また仕事
の中でどのような満足が生産的な行動を起こさせるの
か一魅力のある職場になるよう人間のモチベーシ
ョンについて、更に学習を深めていきたいと思う。
又、定着を支える要因として衛生要因や職務満足度よ
りの検討も必要と感じており、今後の課題にしていき
たい。
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